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核融合プラズマにおいて DT 反応で発生する 3.5 MeV アルファ粒子は，プラズマの自己燃焼の

ためにその閉じ込めが重要となってくる．この発生した高エネルギーアルファ粒子が炉壁へ損失

した場合，プラズマの性能を劣化させるだけでなく，炉壁損傷も懸念される．従来はその損失イ

オンを炉壁近傍に設置したシンチレータにより検出し，ピッチ角とエネルギーを計測することが

できるシンチレータ損失イオンプローブを用いてきた．しかし，燃焼プラズマ中では炉壁近傍の

シンチレータが放射線により損傷を受けるため，従来の手法では計測が困難である．国際熱核融

合炉 ITER においてもその計測手法について様々な検討がなされている． 

我々は炉壁へ損失するアルファ粒子とBe壁との衝突により 9Be(, n)12C反応が生じることに着

目し，この時発生する 4.44 MeV ガンマ線を検出することでアルファ粒子の炉壁への損失分布を把

握する手法を提案している．DD 核融合においては

12C(D,p)13C 反応による 3.1 MeV ガンマ線の検出を考えて

いる．これまでシンチレータと光電子増倍管による波高

分析からガンマ線エネルギースペクトルを得ていた．  

ガンマ線の空間分布を得るために検出器の多チャンネ

ル化を進めている．多チャンネル検出器として Positron 

emission tomography(PET)用に開発されたガンマ線イメー

ジ検出システムを用いて， 9Be(, n)12C 反応による

4.44MeV ガンマ線測定を行った（図 1）．その際，詳細な

スペクトルを調べるためにGe検出器により背景スペクト

ルと起因する元素の同定も進めた．発表では，そのガン

マ線検出実験の詳細と課題について報告する． 
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図 1. Be ターゲットから放出された高

エネルギーガンマ線．図中□（3×3
ピクセル領域内）は 5×5mm の Pb コ

リメータを通過したガンマ線． 
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